
こたえ

1: (1) 小さくなる　(2) 大きくなる　(3) 小さくなる　(4) 大きくなる

2: (1) ○　(2) ×　(3) ×

みてあげる ところ

力点を支点から遠ざけるほど、また作用点を支点に近づけるほど、小さな力で持ち上げら

れます（手ごたえが小さくなります）。
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小さな力で持ち上げるには
こたえ（おうちの かたへ） ・ この かみは べつに いんさつ

電
力と電気

どこを
おすと楽？


